
　和歌山県内における、平成２６年１月～１１月の特殊詐欺による被害認知状況は４９件で、
その被害金額は５億４千２百万円を超えています。これは、前年同月比で１０件の減少となっ
ていますが、逆に、被害金額は約２億５千８百万円以上の増加となっています。
　特殊詐欺による被害で最も件数が多くなっているのは、架空請求詐欺による被害です。
　身に覚えのない相手からのハガキや封書、携帯電話へのメールが送りつけられたりしても、
不用意に連絡先へ電話をかけたり、メールに表示されているアドレスへアクセスしたりせず
に、周りの人や最寄の警察署などへ相談しましょう。
　お金がらみの手紙や電話には、あわてずに、周りの人や警察などへ相談を！！
　※数値は、全て暫定値です。
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青パト”まもるくん”の防犯ニュース

和歌山市危機管理部 地域安全課

師走の繁華街で年末年始の犯罪抑止を呼びかけ！

　ＪＲ和歌山駅から新内周辺の道路を徒歩でパトロール

　和歌山市内の多くの小中学校において終業式が行われた１２月２４日の夜、ＪＲ和歌山駅か
ら新内周辺の道路を徒歩でパトロールしながら、年末年始の犯罪抑止を呼びかけました。
 　パトロールには、和歌山県警察や和歌山県警察少年補導員連絡協議会、和歌山市立少年セン
ターなどから多くの人が参加しての啓発となりました。

特殊詐欺の被害額がすでに５億４千万円超え！（和歌山県内１１月末）


